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～講評～ 

Ⅰ 基本的な 2 体の衝突問題ではあるが、計算ミスに留意しながら進め、ミスなく得点をすることが求められ

る。問５は問４のヒントに気づけるかがポイントであろう。 

Ⅱ 気体分子運動論基本的な処理と数値計算は完答できるだろう。きっちりと備えていれば最後の断熱変化に

おけるポアソンの関係式も取れるため、完答できた受験生も多かったと思われる。 

Ⅲ 電気回路の複合問題だが、基本的な問題が多かったため、ミスなく得点したい。最後の電気振動に関して

は、丸暗記ではなく、電気振動の現象をしっかり理論的に理解できていたかで決まるが、それができていれ

ば計算も軽く、取れない問題ではない。 

 

全体としては、標準的なところで完璧に得点を重ね、7 割５分は取っておきたい。 


